
指標：東京圏の人口の転入超過数（年齢別）

東京圏への人口の年齢別純移動者数は、大学等入学時（10歳代）に増加し、卒業時（20歳代）に減少するという傾向が
みられる。時系列で90年代前半から後半にかけての推移をみると、10歳代の転入超過数が横ばいで推移している中で、
20歳代の転出超過数が減少しており、90年代後半の東京圏への人口集中が転出の減少を主因とすることを裏付けてい
る。

モニタリング項目：人口・機能の集中・分散の動向 視点：三大都市圏及び地方中枢・中核都市圏の人口・機能の拠点性は高まっているか。

（出典） 総務省「国勢調査」より国土交通省国土計画局作成。

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

万
人

1975-1980 1980-1985 1985-1990 1990-1995 1995-2000

１９９５－２０００年

東京圏への年齢別純移動者数の推移
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■国土のモニタリング


